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成近庄武 (引火 ･D.r<研)らは,上り位郷IEながら ｢氾
河原｣の群れに同一Hb変夕与の1(-1在な見山しているので.
この形矧ま一部ニホソザル群れrLqの関連について布効な
標識因子となることが-T･糾される.
3) グアユル恨キナ一･tZ(guanylatekinase;GK)多型
の発見｡
酵素GKはその故山法は確立されたが,未だヒトを含
む各種動物で迫伝変穴の存在は報告されていない｡-7カ
クGKを調べると,その花気泳動バクーソからおそらく別
筒の2退伝子在位の支配をうけると想定されるisozyme
が分離されるとともに,その1匹位に日数の対立迫伝子
の存在を仮定するとよく説明しうる彬窮′tクーソの差穴
を検出したOこれまで5∝)例をこえる試料でこのGK変
穴はニホソザルを含む各唖1カクに普遍的で,ニホソザ
ルでも郡れ問で衷現型分和が常しく異なる特徴をもつこ
とが理解された｡GK変穴の迫伝性を確認するため和子
釈料のcheckがいそがれるが, この形田はマカクの棚
閃,および同和Vjでも郡れ問の関連について調査する上
で和力な手段となることがNl持される｡
以上の各項目は各々さらに･L"･千の検討な経て近口中に
印刷報JB'･される-7,定である.
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